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おいし
い

おいしい米づくりは魚沼ロマンシリーズ

“越後三山に抱かれた雪と清流の里”にふさわしい米づくりには、
堆肥・土づくり肥料を施用しましょう。

【 今が大切、育苗管理 !! 】
ハウス内の温度を確実に確認してヤケ苗を防ぎましょう

◦ハウス内で出芽させる場合（無加温育苗）は、ハウス内の温度が 30℃を超えないようにしましょう。
◦緑化及び硬化期の高温、高湿は細菌性病害を助長するので、緑化期の昼間の温度は 20 ～ 25℃、
　硬化期は 15 ～ 20℃を目安に、ハウス内の温度管理を行いましょう。
◦かん水に気を配り、ヤケ苗とならないよう注意しましょう。
◦晴天時は育苗ハウスの換気をこまめに行いましょう !!

【 土づくり 】 ―南魚沼地域の肥料・土づくり肥料の施用量―
地域別の 10 ａ当たりの標準施用量例は以下の通りです。
地　域　別 有　機　物 土づくり肥料

魚 野 川
東 部 地 域

◦牛ふん堆肥１～２トン
◦豚ふん堆肥 0.5 ～ 1 トン

◦ようりんケイカル混合 23 号　 200 キロ
◦魚沼ロマンソイルスター　　　 60 キロ

魚 野 川
西 部 地 域

◦牛ふん堆肥 1 トン
◦豚ふん堆肥 0.5 トン

◦ようりんケイカル混合 23 号　 160 キロ
◦魚沼ロマンソイルスター　　　 60 キロ

※有機物を春施用する場合は基肥を減肥してください。
【 耕起・代かき 】

耕　起　：　耕土深 15㎝をめやすに、圃場が乾いた状態の時に行います。
　　　　　　根を深く張らせ、気象変動に強い稲づくりをめざす。
代かき　：　水量は田面の高いところが出る程度とし、できるだけ均平にする。
　　　　　　田植えの２～３日前をめどに終了させ、土を落ち着かせます。
　　　　　　田面が不均一になると　　活着の遅延・欠株の発生・除草剤の効果低下と薬害の発生。

【 基肥施肥 】
●コシヒカリ基肥窒素成分量のめやす

※前年度倒伏が大きい圃場、または田植時期が遅い圃場では基肥を減肥してください。

裏面もご覧ください。

古田：２．５～３．０㎏
開田：３．０～４．０㎏

基盤整備後の一作目のほ場
　●基肥量は窒素成分で２㎏以内です。
　　その後様子を見ながら追肥する。　

肥料名 窒素 りん酸 加里 基　準
使用量

窒素成分量内容 化成
窒素量㎏有機由来

窒素　％
化成由来
窒素　％

有機 30 魚沼ロマン側条専用粒状 12 15 12 30㎏ 3.70 8.30 2.49
有機 30 魚沼ロマン 500 号 15 10 10 25㎏ 4.56 10.44 2.61
魚沼ロマン有機専用 10 14 10 35㎏ 5.00 5.00 1.75
有機 30 魚沼ロマンペーストＳ 043 10 4 3 35㎏ 3.00 7.00 2.45
有機 30 魚沼ロマン元肥一発 15 8 7 40㎏ 4.87 10.17 4.07

「元肥一発肥料の使用についてお願い」
　元肥一発肥料は労力軽減には非常に有効と考えられますが、天候不順の年には積算温度で溶け出す穂肥
　（ＬＰコート）成分の溶出時期がずれ、早期倒伏などのリスクがありますので、使用にご注意願います。

地力に合った元肥と稲姿に応じた穂肥という施肥の基本を励行しましょう。



注意

注意

ご不明な点等がございましたら JA米穀課（TEL777-3180）までお問い合わせください。

【 箱処理剤 】
散布の
ポイント

・苗がぬれていない状態で箱の上から均一に散布する。
・茎葉に付着している場合は払い落とす。
・床土が乾いている場合は薬剤散布後に軽く散水してから田植えする。

薬剤名 １箱当
使用量 成分数 使用時期 葉いもち イネドロ

オイムシ
イネミズ
ゾウムシ

ニカメイ
チュウ

Dr オリゼ
プリンス粒剤 6 50 ｇ ２成分 緑化期～

移植当日 ● ● ● ●

デラウス
パダン粒剤 50 ｇ ２成分 移植当日 ● ● ● ●

薬剤名 １箱当
使用量 成分数 使用時期 イネドロ

オイムシ
イネミズ
ゾウムシ

ニカメイ
チュウ

プリンス粒剤 50 ｇ 1 成分 は種時（覆土前）～移植当日 ● ● ●

バリアード箱粒剤 50 ｇ 1 成分 移植前２日～移植当時 ● ●

葉いもち＋害虫防除　 長期持続型粒剤　－本田でのオリゼメート散布は不要ですー

害 虫 防 除

※コシヒカリＢＬのいもち病抵抗性を持続させるため、今年から防除方法が変更になりました。

今年の防除は、育苗箱施用剤等による葉いもち１回防除

●田植え前に除草剤を散布する場合（特別栽培米では使用できません）

区分 品名・規格 使用量
（10 アール当り） 成分数 使用時期

初期剤 草笛フロアブル 300ml 300ml ２成分 代かき後～　　　　
　田植え７日前まで初期剤 ユニハーブフロアブル 500ml 500ml ２成分

草刈の体系 　　　　４月　　　　　５月　　６月　　 ７月　　　　８月　　９月

草刈体系（推奨） 　　　草刈 　　　　草刈 　　草刈

粒剤除草剤＋草刈体系 カソロン粒剤 6.7（田植え前まで） 　　草刈 　　草刈

箱処理剤
◦軟弱徒長苗やムレ苗、また極端な低温が続く場合は、薬害を生じるおそれがあります。
◦代かき作業を丁寧に行い、移植後田面が露出しないようにしてください。

除草剤
◦必ず使用量、使用期間を守りましょう。
◦効果を安定させるため、土が落ち着いてから散布してください。
◦散布後は水管理に注意し（水深３～５㎝）、３～４日間田面が露出しないようにしてください。

畦畔は草刈を基本として、畦畔除草剤を使用する場合は極力回数を抑え使用時期を
田植え前までにしましょう。
　①　なるべく除草剤を使用しないで除草機による草刈りを基本とする。
　②　畦畔除草剤を使用する場合は、出来る限り田植え前までとする。

◉畦畔除草のイメージ

注意　畦に散布する非選択性除草剤の使用にあたっては特に注意が必要です。（農薬登録の要確認 !!）

【 みどりの畦畔運動 】

【 除　草 】


